
　地図マニア垂涎の「電子基準点」だそうだ。なかなか見れないそうで、ボーイ隊長は、
近くまで行き御参りをしてた。下の写真２枚は、ボーイ隊長の撮影によるものです。

問題の部分

　

　

　家族：「で、本当に反省しているの？」　Ｍ：「たぶんね？　辞書によるとマニアとは、ある物事に熱中している人と
ある。地図マニアではなく、今回は、ボーイ隊訓練での読図に関する行動であり、スカウト（スカウティング）マニア
が正当な表現であった。以後気をつけねばならない。」　家族：「あーあーあっ！またそんなこと言っている。自分も
同じなんじゃない？」　Ｍ：「・・・・・・・そう言われれば心当たりが・・・・」

９月第３月曜日は「敬老の日」そして、「スカウトの日」。
＊来年の９月のカレンダーを見るとビックリするぞ！ 危うし！スカウトの日！

　お詫び文
　活動報告カブキャンプ２・３日目の３ページにおいて、あたかもボーイ隊長が、「地図マニア」と取
られるような誤解を招く不適切な表現があると、ご本人からご指摘を頂きました。なお、ご本人は
「単なる物好き」であり、マニアやオタクではないと力説されておられます。
　　今回は、誠に申し訳ございませんでした。ここに、心からお詫び申し上げます。
　ご本人が、マニアなのかオタクなのかは、皆様各人でご判断ください。

2008.9.15

  ９時スーパー・ヤオコー近くの公園に集合。本日は「ゆふ将軍」注：（活動報告：カブキャンプ・カヌー訓練の１日目を参
照）は、綾瀬方面に到来中（出勤）なので、雨の心配はないのだ。今年の参加者は、スカウトはマスコット①・ビーバー③・
カブ⑤・ボーイ③・ベンチャー②・リーダー及び育成会⑩・ご父兄⑤の総勢２６名であった。常磐線をはさみ東側ルート（１
班）と西側ルート（２班）の２班に分かれカントリー作戦スタートである。１班は、ビーバーとカブ隊１組・ボーイ隊が担当。２
班は、ビーバーとカブ隊２組・ベンチャー隊が担当。右写真は、作戦決行前に軍手をして気合を入れるスカウトたち。今
年のカントリー大作戦の軍手と缶バッジはどうなったのだろう？　牛久がきれいで、ゴミが無いことを祈りつつ出発であ
る。残念ながら、１班の写真はボーイ隊長曰く「ワシのデジカメが不調な上、ハバザックから出し忘れて出てしまったた
め。結構オモロイ場面もあったんだが残念至極。つまり東側ルート分は全く撮っていません。」　Ｍ：「なぁにぃーーー！
撮っていないだとー！　今回の最大の趣旨は、まぁ缶を取ることだから、写真を撮っていなくてもＯＫ－なのだー」　Ｍ：
「活動及び社会奉仕は、写真撮影より優先する！」



　２班出発、常磐線を土浦方面に少し進み住宅地を抜け、国道６号沿いに取手方面に戻るルート。ゴミの落ちている箇所
の傾向は、住宅地は、近隣の方々が清掃しているようであまり見かけない。空き地へのポイ捨てと、アパートに設置の自
販機周辺に空き缶・ペットが多いようだ。タバコのポイ捨てが横断歩道付近に集中し、まだまだ牛久の愛煙家たちのモラ
ルは低いようだ。

　東側ルートの１班は、ゴミ袋がいっぱいになったことと、タ
イムアップのため、予定コースを大幅にショートカットしまし
た。というより、半分の距離になった。Ｂｙボーイ隊長
　特に、常磐線線路内にへの、投げ込みが多いようだ。昨
年のライオンズ奉仕デーでもかなり拾ったのだが、東側
ルートは、カッパ祭りが開催される影響か、かなりゴミが多
い、２袋ともに、パッツン・パッツンである。

　集めたゴミは分別し、空き缶などは洗って材質別に分類を
行う。

　今回の一般ゴミ。１袋半であった。



　今回のカントリー大作戦の結果は、残念ながら、スチール
缶×39本・アルミ缶×73本・ペットボトル×40本・ガラス瓶４
本・その他缶1個と大漁であった。＊一部、田宮町の清掃ボ
ランティアのおじちゃんの拾った物も含まれています。

　ゴミが無くなり、カントリー大作戦が終了するのはいつのこ
とだろうか？

　終了後、差し入れのアイスをペロペロ。

　最後に本日の成果を発表。
育成会長のお話
　「昔から、ボーイスカウトたちが来た場所は、きれいにな
ると言う伝説があります。来た時よりもそれ以上にきれい
にして帰る。これがスカウト活動であり、スカウト精神で
す。」
　うーーん、奥の深い言葉だ。
　清掃活動に参加し、終了後にもらった、パンやジュース
を飲み食いしたあと、ゴミを放置する、足元にゴミが落ち
ているぞと言うと、オレのじゃないと拾わないヤカラがい
る。清掃活動の意義を良く教えねばならん。それはそれ、
これはこれではない！

　ボーイ隊長が、手にしているのは、「スカウトステック。通
称：ペンペン棒」なのだ。Ｍ：「ハットはかっこいいーなー！
オレも欲しい！」

　～　次ページは、今回の特集なのだ。　　～



　Ａ．毎年、カントリー大作戦で拾う缶の量が減少して来ています。大変すばらしいことだと思います。これ
は、日本国民の意識が向上して来ているように思えますが、実は、昨今のペットボトル飲料の流行が影
響しているのです。　下の社団法人全国清涼飲料工業会の、ソフトドリンク統計容器別生産量と容器別
シェアを見ると、アルミ・スチール缶が減少して、おいしさや、バラエティに富んだサイズ、軽くてリキャップ
（フタ）できる利便性などが評価され、ペットボトルは容器シェアで６0％を超えるまでになっています。これ
により、捨てられる缶は減少しています。じゃー、なぜペットボトルの容器は捨てられにくいのか、それは、
リサイクルの取り組みが進んだのと、リキャップなので持ち歩かれて、駅や自宅・会社などまでたどり着
き、無事ゴミ箱に捨てられるからです。それと、タバコの吸殻を減ってきています。こらは、健康増進法施
行による分煙化が進み、愛煙者がポケット灰皿を持ち始めてマナーが向上したからでしょう。おっと！こ
のページは、まじめに作成してしまった。Ｍ副長は、清涼飲料自販機の仕事もしていたのだー！　で、何
屋さんなの？　いろいろな業種に転勤しているので本人も良く分かりません！

　～　　これらの文及び写真は、カブ隊Ｍ副長によるものです。　　～

　思いつきで、なにか閃いた時に、不定期で、生活の知恵・
雑学・観察・昔からの教え・マニアックなことや、あんなこと、
こんなこと、をお伝えする「号外　Ｍ副長新聞」を発行するこ
とになりました。初回は、近日中にホームページに掲載予
定です。お楽しみに！
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